国際連携2020-2-02

2020年度第1回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2020年7月9日（木）13:30～15:45
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　堀内　一　　　UMLモデリング推進協議会
特別会員　　祁答院包則
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
幹事会員    遠城　秀和  　NTTデータシステム技術株式会社
幹事会員    廣瀬　賢次郎  株式会社グローバルワイズ

幹事会員　　香坂　真人 　 株式会社JSOL
幹事会員　　古城　篤　　　株式会社ウフル
幹事会員　　柳　　紀夫　　日本電気株式会社

幹事会員　　高橋　一裕　　日本電気株式会社

幹事会員　　藤森　英明　　日本電気株式会社

正　会員    中井　基雄  　株式会社データ・アプリケーション
正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　谷川　伸司  　キヤノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　中村　秋人　　豊田通商株式会社
賛助会員    川内　晟宏  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員    野田　和巳  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

賛助会員　　鈴木　耀夫　　NPO法人観光情報流通機構

事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者19名
４．議事概要　
2020年度第1回国際連携タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：国際連携2020-1-01第1回国際連携タスクフォース議事次第）
４－１．2020年度国際連携タスクフォース委員紹介およびリーダーの選任

　今年度のリーダーは堀内一氏が選出された。
（資料：国際連携2020-1-02 2020年度国際連携TF委員名簿）
４－２．2020年度国際連携タスクフォース活動計画
　2020年度国際連携タスクフォースの活動計画について、事務局菅又より説明が行われた。
（資料：国際連携2020-1-03　2020年度国際連携TF活動計画）
・活動計画の概要
　　　１．国連CEFACTにおける国際標準化とその普及
· 国連CEFACT標準開発／保守に参画
2020年4月（ジュネーブ）のフォーラムは中止となった。
2020年秋のフォーラムの開催未定。
· AFACTにおける国連CEFACT標準の浸透
2020年4月（クアラルンプール）の中間会議は中止となった。
2020年11月（ペナン）の総会の開催未定。
　　　２．新技術に対応する国連CEFACTプロジェクト参加
· XMLメッセージ構築ガイドライン・プロジェクト（公開評価中）
· 受信確認メッセージ標準化プロジェクト（プロジェクト開始）
· ビジネス文書構築プロファイル交換プロジェクト
BDAP/BDAA（Business Document Assembly Profile / Business Document Assembly Agreement）(提案骨子検討

· Web API化プロジェクトへの参加
· AI連携プロジェクト提案予定
· サプライチェーンマネージメントにおけるIoT
・スケジュール
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４－３．2020年国連CEFACT動向
（１）国連CEFACT体制
（資料：国際連携2020-1-04　国連CEFACT体制）

・2020年春の国連CEFACTフォーラムは中止となり、総会は5月にオンラインで開催され、8名の副議長が選出された（内5名は新選出、3名は継続）。副議長が担当するPDA（Programee Development Area）およびドメインは次の通り。
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・国連CEFACTでは最近以下のプロジェクトが発足し、参加者を募集している。
· Pandemic Crisis Recovery within the UN/CEFACT Disaster Recovery project
· Packing List based on  Supply Chain Reference Data Model
· Dangerous Goods based on the UN/CEFACT MMT-RDM

· International Forwarding and Transport based on the MMT-RDM
（２）循環型経済社会への取組み
（資料：国際連携2020-1-05 循環型経済社会への取組み）
本年5月の国連CEFACT総会に提出された文書「Contribution to Advance Circular Economy Actions」が紹介された。
当該文書では、６つのkey circular economy actions (CEAs)が設定され、国連CEFACTの成果がそれらにどのように貢献できるかを説明している。
· CEA1: Incentivize sustainable products and circular production processes

· CEA2: Empower consumers and public buyers to make informed choices

· CEA3: Reduce waste and create a market of high value secondary raw materials

· CEA4: Advance circularity in production processes with a focus on priority sectors

· CEA5: Ensure that the circular economy contributes to social inclusion through skills and job creation, and economic instruments for cities and territories

· CEA6: Sustain policy, normative and capacity-building efforts to advance the circular economy at national, regional and global levels

（３）TC154標準化動向
（資料：国際連携2020-1-06 TC154標準化動向）
・OASIS標準をベースにしたFASTトラックで、ebXMLメッセージサービスの国際標準化提案2件が投票中。いずれもOASISのebMS V3を基にしており、国内のEDIサービスプロバイダーは内容を吟味する必要があろう。
· ISO/DIS 15000-1 ebXML Messaging Service Core Specification
· ISO/DIS 15000-2 AS Profile of ebXML Messaging Service
【コメント】
ISO/DIS 15000-2は、15000-1のプロトコルのプロファイルを規定するものであり、２つのパートは対に使用されるものである。
・EDIFACT関連では、3件のテーマが審議中。このうち、EDIFACTシンタックスのV4にV3準拠メッセージでも使えるようなプロファイル（9735-11）を追加するプロジェクトが進んでいる。当件については、日本語文字が従来通り使えることができるのか注意して審議に臨む。
· ISO 9735-10 Service Code Directory (DIS)

· TS 20625 XML profile for EDIFACT message implementation guide (DIS)

· ISO 9735-11 EDIFACT V3 profile for V4 (WD)

【コメント】
日本の産業界でEDIFACTを使っているのは運輸・物流業界で、それらの業界での日本語使用はほとんど無いのではないか。また、旧自工会の標準もEDIFACTであったが、影響があるのかどうか調べる必要があろう。
４－４．国連CEFACT標準化プロジェクト
（1） XMLメッセージ構築ガイド
（資料：国際連携2020-1-07 XMLメッセージ構築ガイド）
　SIPSが中心に進めてきたXMLメッセージ構築ガイド（Message Construction Guidelines for CCBDA）プロジェクトは、8月12日までの公開評価に入っている。公開評価後、評価期間中のコメントを反映した後に国連CEFACTからの発行手続きに入る。
　公開評価後、当該ガイドライン検討中にCCBDA及びNDR技術仕様の修正すべき箇所がいくつか見つかっており、それら技術仕様の改訂プロジェクトを提案する予定。
（2） 受信確認メッセージ

（資料：国際連携2020-1-08 受信確認メッセージ策定プロジェクト）
　当プロジェクトは、EDIFACTで定義されているAPERAC (Apprication Error and Acknowledement)メッセージを引継ぎ、ebXML環境で使うための汎用メッセージとして定義しようとするもの。SIPSの業界横断EDI参照メッセージ（Acknowledgement）をたたきだいに、日本と欧州が協同で進めているプロジェクトである。
　次の確認応答メッセージの朱書き部分が欧州グループからの追加要望。
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４－５．国連CEFACT新プロジェクト
（1） AI連携プロジェクト
（資料：国際連携2020-1-09 AI連携新プロジェクト紹介）
　内閣府の総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）が進める戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の第2期プロジェクトの一つとして採用された「AI間連携によるバリューチェーンの効率化・柔軟化」が紹介された。プロジェクト受託企業である日本電気株式会社、沖電気工業株式会社、豊田通商株式会社、国立大学法人東京農工大学、国立大学法人東京大学らが研究開発に取り組んでいる。
　当該研究開発の一環として、SIPSの協力を得ながら次のプロジェクトを国連CEFACTに提案すべく準備を進めている。
· White paper for AI negotiation

· Business Requirement Specification of AI based negotiation for Manufacturing with RSM (Message design) and CCL submission

· Business Requirement Specification of AI based negotiation for Logistics with RSM (Message design) and CCL submission

· Standard Specification of Automated negotiation

４－６．次回の日程について
　次回の国際連携タスクフォースは以下の通り。

会議名 ：第2回国際連携タスクフォース

日時 　：2020年9月8日（火）13:30 – 16:00
以 上
　
配布資料：
国際連携2020-1-01　第1回国際連携タスクフォース議事次第
国際連携2020-1-02　2020年度国際連携タスクフォース委員名簿

国際連携2020-1-03　2020年度国際連携タスクフォース活動計画

国際連携2020-1-04　国連CEFACT体制
国際連携2020-1-05　循環型経済社会への取組み
国際連携2020-1-06　TC154標準化動向

国際連携2020-1-07　XMLメッセージ構築ガイド

国際連携2020-1-08  受信確認メッセージ策定プロジェクト
国際連携2020-1-09　AI連携新プロジェクト紹介
参考(1) ISO 15000-1 ebXML P1: Messaging service core specification

参考(2) ISO 15000-2 ebXML P2: AS profile of ebXML messaging service
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